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人権啓発シリーズ

『激闘！カブト虫相撲大会』

　大崎の夏の風物詩とも言える本大会に
は町内外から参加があります。カブト虫
の闘いに固唾を飲んで見守る子どもたち
とその保護者。カブト虫の雄々しい姿は
見る者を魅了します！また来年の大会が
とても楽しみです！

～障がい者の人権について～
【障がいのある人を特別視せずに、
　　　　　　　自然体で声かけやふれあいを】
　障がいのある人に対して「特別に接しないと…」と身構

えていませんか？

　あまりに意識することで、かえって自然にふれあう機会

を失っているのかもしれません。障がいのある人も、ない

人も、同じ人間です。それぞれに個性があり、みんな違う

のは当然のこと。見えないバリアを取り払い、その人が持

つ魅力に目を向けることで、あたたかいふれあいが生まれ

てきます。
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栄光栄光は誰の手に
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